
南
部
酒
造
出
稼
の
質
的
吟
味
論
（
其
の
三
）

－

農

家

家

族

構

成

員

よ

り

み

た

杜

氏

労

働

－

川
本
忠
平

ま
え
が
き

本
研
究
は
北
上
川
流
域
米
軍
作
巣
材
に
於
け
る
冬
期
労
働
力
経
済
化
に
放
て
の

経
済
地
理
的
研
究
の
一
部
門
で
あ
る
。
筆
者
は
既
亙
甜
部
杜
氏
出
稼
給
汚
地
域

物
3
論
、
移
動
範
園
と
其
の
距
陳
的
性
格
論
、
執
出
嫁
の
農
村
赦
脅
経
済
構
造
に
及
ぼ

糾す
影
響
論
、
及
び
田
縁
の
質
的
吟
晩
に
据
す
る
部
分
的
成
果
を
得
て
来
た
。
本
稿

に
於
て
は
質
的
吟
味
論
の
中
、
第
三
節
に
営
る
農
家
家
族
構
成
員
と
出
様
労
働
の

関
係
よ
り
其
の
質
的
吟
味
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
，
農

業
労
働
が
家
族
努
力
の
結
合
に
よ
る
労
働
共
同
体
で
あ
り
家
族
を
軍
使
と
し
て
螢

ま
れ
で
い
る
限
わ
ー
，
果
し
て
豪
族
構
成
員
の
如
何
な
る
地
位
の
者
が
移
動
す
る

か
。
殊
に
こ
れ
が
経
済
的
階
首
と
の
閲
係
に
於
で
示
す
性
格
等
は
論
究
す
べ
き
充

分
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
う
。

－
戸
主
長
男
と
杜
氏
出
稼

農
家
の
世
襲
的
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
毎
年
一
度
は
必
す
郷
里
を
放
れ
て
移

動
す
る
被
等
は
、
農
家
家
族
構
成
員
よ
り
み
て
如
何
な
る
塊
椎
の
者
が
移
動
し
っ

，
あ
る
か
。
此
の
点
に
即
し
て
は
、
蔚
部
杜
氏
の
三
つ
の
移
動
形
悪
と
出
様
留

守
豪
族
の
労
働
闘
係
“
に
て
簡
翠
に
囁
れ
仁
の
で
あ
る
が
、
調
査
の
便
宜
上
、
昭

和
十
六
年
度
に
於
け
る
出
縁
を
其
の
封
象
と
な
し
，
且
つ
選
定
村
岩
手
願
紫
波
郡

志
和
相
の
そ
れ
に
就
て
分
析
、
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
。

註
、
南
部
杜
氏
給
源
地
域
の
中
心
は
岩
手
腺
紫
波
郡
一
帯
の
農
村
に
て
ヘ
昭
和
十
六
年

に
於
け
る
出
様
絶
墾
「
四
三
国
名
中
共
の
五
六
％
の
多
故
を
占
め
－
て
い
る
°
選
定
柑

志
和
相
は
南
部
杜
氏
鍍
絆
地
で
か
リ
、
酒
盗
努
力
給
源
の
中
核
農
村
で
あ
る
0
同
年
に

於
け
る
悶
踪
者
組
数
は
五
八
二
名
で
あ
り
，
中
、
酒
造
H
寝
者
は
四
三
〇
名
、
全
体
の

七
四
％
を
占
め
る
。
従
っ
て
S
e
繋
〇
ロ
A
r
一
）
e
i
t
昌
と
し
て
の
酒
造
出
様
が
常
村
に
於

け
・
る
勢
力
移
動
か
顕
著
な
特
色
で
あ
る
。

固
相
に
於
け
る
家
族
構
成
員
別
出
稼
情
況
（
第
一
表
参
照
）
に
よ
れ
ば
戸
主
、

或
は
長
男
は
残
留
し
次
男
以
下
の
移
動
を
み
る
－
A
グ
ル
ー
プ
と
、
農
家
経
螢
の
責

任
者
で
あ
る
戸
主
、
長
男
を
も
っ
て
す
る
B
グ
ル
ー
プ
、
更
に
家
族
全
員
が
出
稼

地
に
移
住
す
る
出
様
全
家
族
雖
相
の
C
の
形
悪
が
看
取
さ
れ
る
。
鬼
す
戸
主
、
長

男
移
動
の
R
グ
ル
ー
ブ
と
次
男
以
下
の
出
縁
者
を
伴
う
A
グ
ル
ー
プ
の
比
較
を
な

す
に
、
農
家
経
薗
上
最
も
不
動
性
を
有
す
る
戸
主
、
長
男
移
動
が
A
グ
ル
「
ブ
よ

り
も
違
か
に
多
く
全
体
の
五
割
以
上
を
占
ゆ
て
い
る
。
従
っ
て
農
相
へ
の
固
着
性

の
鼓
も
強
い
戸
主
、
長
男
階
窟
，
選
言
す
れ
ば
貴
家
経
費
に
於
け
る
責
任
音
階
嵐

が
酒
造
出
様
構
成
員
の
中
核
体
で
あ
る
こ
．
と
を
物
語
る
。
恰
も
こ
れ
は
年
令
階
肯

一
五
七
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別
出
様
率
に
於
て
、
既
に
農
家
経
皆
の
責
任
的
年
令
盾
と
見
徹
さ
れ
る
青
年
期
後
 
 

期
（
二
五
才
－
二
6
才
）
壮
年
御
前
期
（
ニ
6
才
－
三
五
才
）
を
中
心
と
す
る
高
 
 

年
令
肯
に
高
率
移
動
を
提
議
し
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

次
に
こ
れ
を
農
家
経
酉
階
肯
と
の
関
連
に
於
て
吟
味
す
る
に
戸
主
、
長
男
の
移
 
 

動
率
は
上
意
階
窟
に
最
も
高
く
（
七
一
・
四
％
）
下
落
階
窟
が
こ
れ
に
次
ぎ
（
六
 
 

七
・
三
％
）
中
衛
階
肯
か
最
低
率
（
二
七
・
三
％
）
を
示
し
て
い
る
。
（
第
一
表
 
 

参
照
）
こ
れ
は
完
全
移
動
が
一
般
に
彗
二
男
階
肯
に
多
く
嫡
系
と
し
て
の
長
男
の
 
 

移
動
を
出
凍
る
限
り
押
止
め
、
比
較
的
堅
固
に
保
持
せ
ら
れ
て
兼
た
傾
向
と
相
反
 
 

し
て
い
る
。
 
 

農家家族構成員別出様情況 （第1表）  

割ヒ 且 下 ムー  24・6l 71丁4  4 い00・0   72l 27・3′  0・7llOO・0   、32・7i67・3  OllOO・0  臼  計  45・3i53・7  1】100・0  
考  

（1）岩手願紫波郡志和村の亜0名の出様、昭和16年虔  

調査  

位）上、中、下、の階層は昭和16年魔の戸数割賦課額   

を培準とした。30固～60圃を上盾、5固～20餞を   

下層、其の中間を中層階暦と見供した。  

一
五
入
 
 

叉
長
子
完
全
移
動
と
経
酒
階
落
と
の
連
関
に
於
て
も
上
窟
か
ら
下
這
え
と
移
行
 
 

す
る
に
伴
い
自
家
保
留
を
計
る
べ
き
筈
の
長
子
さ
え
よ
り
多
く
、
こ
れ
を
移
動
せ
 
 

し
め
て
い
る
傾
向
と
頗
著
な
相
異
を
示
す
。
 
 
 

即
ち
、
家
族
構
成
員
別
よ
り
見
た
酒
造
出
様
の
特
徴
の
一
つ
は
、
農
家
努
力
の
 
 

完
全
移
動
に
於
て
最
も
不
動
性
を
示
す
虫
グ
ル
ー
プ
が
逆
に
最
高
移
動
階
窟
で
あ
 
 

り
、
且
つ
、
農
家
経
済
階
窟
の
低
下
す
る
に
伴
っ
て
上
T
り
高
率
の
移
動
傾
向
を
有
 
 

す
る
B
グ
ル
ー
プ
が
、
営
出
様
に
於
て
寧
ろ
上
、
下
雨
音
部
に
移
動
の
山
を
示
し
 
 

中
音
の
一
そ
れ
が
低
率
移
動
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
乍
ら
果
し
て
こ
れ
等
の
特
質
が
 
S
2
琵
O
n
 
A
碁
e
i
才
r
 
と
し
て
の
酒
造
 
 

出
稼
の
み
が
併
持
す
る
特
徴
で
あ
る
か
。
或
は
常
出
産
の
如
き
阿
蘇
的
移
動
の
も
 
 

つ
共
通
的
性
格
で
あ
る
か
。
1
－
は
残
き
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

従
っ
て
一
般
に
回
踵
的
移
動
に
伴
う
戸
主
、
長
男
の
移
動
が
如
何
に
賃
労
化
に
 
 

参
興
し
っ
ゝ
あ
る
か
を
叙
上
の
傾
打
と
比
較
封
照
せ
し
め
つ
ゝ
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
 
 

な
い
。
 
 

〓
－
般
固
持
的
移
動
菖
杜
氏
出
稼
 
 

か
ゝ
る
意
固
わ
下
に
季
節
的
出
緩
の
一
例
と
し
て
”
土
建
業
的
出
様
“
”
漁
村
的
 
 

出
産
“
更
に
”
行
商
的
出
様
‖
等
を
採
り
あ
げ
て
其
の
関
係
を
観
よ
う
。
 
 
 

第
二
表
は
岩
手
願
北
の
馬
淵
川
渓
谷
に
沿
う
田
部
村
の
完
全
離
村
と
土
建
業
的
 
 

出
様
の
比
較
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
首
相
土
地
利
用
別
面
積
を
み
る
に
二
、
 
 

七
七
五
町
七
反
歩
の
紙
面
積
中
八
九
、
三
三
％
が
山
林
、
原
野
で
占
め
ら
れ
、
畑
 
 

地
は
僅
か
一
〇
、
四
五
％
、
水
田
に
至
っ
て
は
○
、
二
％
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 



三
空
ハ
戸
の
絶
戸
数
の
約
七
割
が
渓
谷
に
沿
う
約
一
割
の
畑
地
を
耕
作
し
渓
谷
斜
 
 

面
に
み
る
階
段
耕
作
が
地
形
図
を
美
し
く
飾
っ
て
い
る
。
首
相
に
於
け
る
出
稼
の
 
 

歴
史
的
考
察
は
省
く
と
し
て
も
大
正
元
年
よ
り
の
出
稼
証
明
願
よ
り
み
て
毎
年
卒
 
 

均
－
五
〇
名
内
外
の
出
産
者
を
有
し
、
主
と
し
て
北
海
道
、
（
樺
太
）
及
び
青
森
顛
 
 

末
津
軽
郡
方
面
の
土
建
業
的
筋
肉
労
働
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
季
箇
的
労
 
 

働
者
と
撒
業
完
全
鮭
村
者
と
の
関
係
よ
り
家
族
構
成
員
別
移
動
情
況
を
見
る
に
 
 

（
第
二
表
参
顧
）
完
全
旺
村
に
於
て
は
丞
二
男
移
動
が
七
割
を
占
め
、
戸
主
、
長
 
 

男
移
動
は
比
較
的
低
調
で
あ
る
。
し
か
る
l
こ
回
辟
的
移
動
で
あ
る
土
建
業
的
出
稼
 
 

に
至
つ
て
は
、
戸
主
、
長
男
及
び
彗
二
男
の
移
動
共
、
ほ
ゞ
同
率
の
五
割
を
示
し
前
 
 

南
部
酒
造
出
稼
の
質
的
吟
味
論
（
其
わ
三
）
 
（
川
本
）
 
 

畑作農村の完全移動と土建業的出稼の割合（第望表）  

戸 主・長 男  次 三 男】計   

職  上l2l12・5％  14岳 87・5％l16   

彗 フ亡  ●                 12l66・7い8  
壷  下  9139・1  14i60・9【23  
計17130・0  40l70・0．l57  
11j 36・6  19163・4i30  

憶   上  円  

博  

備 考  

（1）畑作農村（岩手願二戸都田部杵）346戸、昭和24  

年慶調査  

（2）土建業的出程とは、土地改良、河川工事、木工、  

石エ、土方及び柵夫、流産夫等を含む。  

者
仙
如
き
戸
主
、
長
男
移
動
へ
の
強
固
甘
制
約
を
見
な
い
。
 
 

8
 
 
 

更
に
こ
れ
が
青
森
願
津
軽
牛
島
鬼
端
に
於
け
る
純
漁
村
に
於
て
は
長
子
完
全
移
 
 

動
は
三
七
％
で
あ
る
か
、
漁
業
出
様
に
試
て
は
七
五
％
の
高
率
を
占
め
て
い
る
．
。
 
 

り
 
 

（
第
三
表
参
照
）
乳
紺
願
北
上
牛
島
中
腹
む
車
座
牛
漁
村
で
も
長
子
完
全
移
動
は
 
 

三
五
％
で
あ
る
が
、
漁
業
出
稼
の
そ
れ
は
七
〇
％
の
高
率
を
示
し
、
（
第
由
義
金
 
 
 
 
 
 
㈹
 
照
）
更
に
山
梨
願
下
岳
麓
粗
密
の
志
茂
村
の
「
旅
行
商
出
様
」
に
あ
つ
て
は
同
村
 
 

一
五
九
 
 
 

純漁村の完全移動と漁業出稼の割合（第3表）  

l′ 長  子 】次 三 男   

職仝  上 仁 7 / 24．1l  22 1 75・9  

菜離  中l 16 岳   43．2l 21l 56．8  

下 垂  10 1 43 5 1 Jリ   56－5  

完村  「 「 完「r   37．1f   56‡  62．9   

漁  ヒl 23ト 65．7l 12 1 34▲3   

菜  中 I130l  7．30J 48l  27・0   

出  下l 83l  81．4 19】 18▲6   
稼   計 仁∵ 236i  74．2妻   79 －   25．1   
年濃牛漁村の完全移動と漁業出様の割合（第4表）   

職仝   上，  1－   20．0】  4 f   80・0   

50・Ol  3、【 50・0   

下 －   

中l  
3 臣   

3l  
う∽1  6 1 66・7   

完相   計l  7 L   35・01 13l  65・0   

漁  上‡ 28l  42．4l 38 重   57．6  

葉  中」136l  75．6l  44】  24．4  

川  下】  59 / 808j  14l 19．2  

磋   乱」 223【 69・91 96l  30▲1   
＿  

備考 rl）純漁村（青森駐津軽郡小泊村417戸、昭和13年9月調査）  

位）半農牛漁村（同願北上郡三揮村2部落278戸）  

β）④㊤表は、野尻重雄著、農民離村の賽叢的研究第230表に  

よる。  



次
に
岩
手
願
二
戸
都
田
部
柑
に
於
け
る
日
々
的
出
稼
（
通
勤
）
に
伴
う
戸
主
、
長
 
 

男
移
動
は
、
完
全
離
村
が
三
〇
％
な
る
に
通
勤
の
そ
れ
が
五
五
・
五
％
を
示
し
、
 
馳
 
 

更
に
面
奈
川
廊
下
の
富
裕
柑
り
完
全
移
動
に
室
つ
て
は
約
二
九
％
、
通
勤
移
動
 
 

が
約
六
八
％
の
高
率
を
提
示
し
て
い
る
J
（
第
七
表
象
一
照
）
 
 
 

こ
れ
等
の
各
種
移
動
 

移
動
は
階
窟
の
低
い
農
家
程
よ
り
多
く
な
る
が
”
出
様
″
”
通
勤
“
に
あ
つ
て
は
 
 

上
窟
階
盾
に
も
可
成
り
の
移
動
を
見
せ
完
全
移
動
が
示
す
よ
う
に
下
落
程
著
し
く
 
 

岩
手
大
学
畢
聾
学
部
研
究
年
報
∴
夢
二
巻
 
 
 

の
長
子
完
全
移
動
は
三
国
％
で
あ
る
に
謝
し
ト
行
商
出
産
を
行
う
長
子
は
八
七
％
 
 

の
そ
れ
で
あ
る
。
 
 

完全移動と行商出稼の割合（第5表）   

備
 
 

考  

（1）山梨顆南留米郡小立村469戸、昭和13年4月調査  

物 上表は野尻重雄氏、農民離村の賓謹的研究、231  

表による。  

よ
り
土
建
、
漁
業
、
行
商
の
各
出
様
、
及
び
通
勤
移
動
を
み
る
と
上
窟
か
ら
下
盾
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

え
と
窪
慢
な
移
動
檜
率
傾
向
空
ホ
す
が
、
南
部
杜
氏
出
産
の
B
グ
ル
ー
プ
は
寧
ろ
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

上
下
雨
音
に
最
高
移
動
率
を
有
し
中
管
に
低
い
Ⅴ
字
形
移
動
曲
線
を
提
示
し
、
常
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

出
稼
偶
有
の
特
質
を
暗
示
し
て
い
る
。
 
 
 

回
露
的
移
動
に
於
て
長
男
、
戸
主
の
l
i
グ
ル
ー
プ
が
高
率
移
動
傾
向
を
有
す
る
 
 
 

檜
加
す
る
が
如
き
移
動
傾
向
空
ホ
さ
な
い
っ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

碓
っ
て
酒
造
出
様
に
於
て
長
男
、
戸
主
の
召
グ
ル
ー
プ
が
最
高
移
動
性
を
有
す
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

る
こ
と
は
一
入
南
部
杜
氏
出
稼
の
特
質
と
云
う
J
T
り
は
、
寧
ろ
一
般
に
回
転
的
移
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

動
に
展
開
さ
れ
る
傾
向
と
見
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
階
落
と
の
関
係
 
 

完全移動と日々的出稼の割合（第6表）  

l戸主、長甲1次 三男l計   

上上り12・5％】14f 白l・5％Ⅰ㌃ 

職  
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通   

中，10蓼 585l7l4l・5i17   

L9l45・0い1f 55・Ol20  勤’ 
計ト30い5・5「㌃144・5豪 54   

一
大
〇
 
 備 考  

（1）岩手勝二戸郡田部材34る戸、昭和24年度胡査   

切 女子通勤者13名を除く。  



こ
と
ば
、
種
々
な
る
要
園
に
基
′
、
ヰ
b
の
と
思
う
が
就
中
、
農
業
労
働
が
繁
閑
性
に
 
 

富
み
、
且
つ
我
が
幽
の
農
家
が
一
般
た
こ
小
農
に
し
て
現
金
収
金
化
に
慈
れ
な
い
こ
 
 

と
に
其
の
王
国
を
求
あ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
農
家
は
白
か
ら
月
経
酒
 
 

責
任
者
で
ぁ
り
、
こ
れ
を
嗣
ぐ
べ
き
筈
の
B
階
層
を
自
家
よ
り
完
全
に
錐
臆
せ
し
 
 

め
る
こ
と
を
極
力
防
止
し
つ
～
も
、
季
節
的
に
凍
る
農
閑
期
に
於
て
農
業
外
収
益
 
 

の
獲
得
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
す
、
こ
～
に
其
の
地
位
を
出
廃
る
限
り
保
持
せ
し
め
 
 

つ
ゝ
も
、
筒
賃
螢
化
の
方
向
を
辿
ら
し
め
る
虞
に
月
グ
ル
ー
プ
の
高
率
移
動
を
見
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
南
部
杜
氏
も
既
に
述
べ
た
如
く
冬
期
全
く
土
地
よ
り
解
放
さ
 
 

れ
、
戸
主
、
長
男
と
捷
も
大
い
に
揖
嫁
す
る
と
云
う
鮨
著
な
移
動
傾
向
を
示
し
、
 
 

患
部
酒
造
出
寝
の
質
的
吟
味
論
（
其
の
三
）
 
（
川
本
）
 
 

完全移動と日々的出稼の割合（農7表）  

備 考  

（1）神奈川旗下代表的富裕柑358戸∫昭和12年7月調査   

働 野尻重堆氏、農民離村の賽讃的研研32表による。  

回
節
約
移
動
の
最
も
テ
ピ
カ
ル
な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
れ
が
上
下
南
階
層
に
支
配
的
移
動
性
を
見
た
の
は
、
下
層
の
そ
れ
は
 
 

確
か
に
現
金
収
益
化
を
唯
一
の
目
按
と
な
し
戸
主
、
長
男
も
進
ん
で
こ
れ
に
参
加
 
 

し
た
結
果
と
見
倣
さ
れ
る
が
、
殊
更
上
層
の
そ
れ
が
高
率
を
示
す
こ
と
は
前
述
し
 
 

、
，
ヽ
，
、
ヽ
 
ヽ
、
，
ヽ
 
ヽ
、
ヽ
 
ヽ
、
，
ヽ
、
，
、
ヽ
 
ヽ
，
ヽ
 
ヽ
、
ヽ
 
ヽ
、
ヽ
 
 

た
歴
史
的
移
動
性
に
塞
く
宮
地
方
の
風
習
と
技
術
的
要
素
を
媒
介
と
す
る
杜
氏
出
 
 

ヽ
ヽ
 
 

稼
の
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
の
表
現
で
あ
る
。
恰
も
こ
れ
は
最
高
技
術
階
層
で
あ
る
 
 
 

「
杜
氏
」
「
三
役
」
が
上
下
南
層
農
家
に
最
も
高
い
移
動
率
争
議
し
た
事
苦
を
更
 
 

に
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
中
層
階
層
の
戸
主
、
長
男
移
動
が
最
低
率
を
示
し
た
こ
と
は
、
普
て
述
べ
 
 
 

㈲
 
 

た
村
民
経
酒
階
層
の
中
層
部
が
最
低
移
動
傾
向
教
示
し
た
こ
と
。
又
農
家
経
鷺
娘
 
 

模
別
出
様
に
於
て
二
町
－
三
町
歩
経
営
農
家
が
最
低
移
動
率
を
有
し
た
こ
と
。
更
 
 

に
土
地
併
有
階
層
別
揖
稼
に
於
て
自
作
衆
小
作
階
層
が
最
低
率
を
示
し
、
地
主
、
 
 

小
作
農
家
が
最
高
移
動
率
を
有
し
た
こ
と
。
等
と
併
せ
考
え
る
と
、
宮
中
層
農
家
 
 

は
、
農
業
経
費
上
、
所
謂
適
正
規
模
階
層
で
あ
り
、
少
く
と
も
経
済
的
動
機
に
よ
 
 

る
移
動
の
必
要
性
が
下
層
の
そ
れ
よ
り
稀
薄
な
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
錦
 
 

個
 
 

此
の
階
層
は
農
業
労
力
緊
張
度
の
最
も
高
い
階
層
で
あ
り
、
其
の
上
作
男
を
入
れ
 
 

て
さ
え
移
動
に
愛
知
す
る
上
層
の
そ
れ
の
如
き
経
酉
的
余
裕
を
有
せ
す
、
此
の
意
 
 

味
よ
り
戸
主
、
長
男
の
土
地
へ
の
固
着
性
の
最
も
強
い
階
層
で
あ
る
こ
と
に
基
因
 
 

す
る
と
云
え
る
。
 
 
 

経
っ
て
経
済
的
移
動
に
基
く
出
稼
階
層
と
歴
史
的
移
動
に
よ
る
出
様
階
層
の
漸
 
 

移
的
中
問
層
或
は
出
稼
停
滞
階
層
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
が
中
層
農
家
の
戸
主
、
長
 
 

男
の
移
動
を
最
低
率
な
ら
し
め
た
主
要
因
と
見
徹
さ
れ
よ
う
¢
 
 

一
六
一
 
 
 



三
 
次
三
男
と
杜
氏
出
稼
 
 

次
に
A
グ
ル
ー
プ
の
攻
三
男
の
出
稼
に
就
て
は
（
第
一
表
参
照
）
B
グ
ル
ー
プ
 
 

と
は
、
逆
に
中
層
農
家
層
に
高
い
移
動
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
未
だ
研
究
の
 
 

余
地
か
み
る
と
思
う
が
、
一
般
に
農
家
の
攻
三
男
は
比
較
的
容
易
な
移
動
を
有
す
 
 

る
こ
と
よ
り
、
下
層
の
そ
れ
は
、
よ
り
収
益
性
の
あ
る
都
市
に
離
村
し
た
り
、
且
 
 

つ
、
通
勤
出
様
に
よ
る
常
時
現
金
収
益
化
の
方
向
に
走
う
、
又
上
層
経
臍
層
は
子
 
 

弟
を
高
或
の
教
育
棟
閲
に
入
れ
、
進
ん
で
都
市
的
生
活
に
入
り
、
そ
の
融
合
的
地
 
 

位
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
つ
～
あ
る
傾
向
と
併
せ
考
え
れ
は
、
上
下
両
経
讃
階
層
に
 
 

季
節
的
収
益
を
目
的
と
し
た
A
グ
ル
ー
プ
の
移
動
率
の
低
い
こ
と
を
推
察
し
得
 
 

る
。
他
方
中
層
農
家
層
に
於
て
極
め
て
高
率
の
A
グ
ル
ー
プ
移
動
を
み
る
の
は
常
 
 

階
層
が
農
業
労
力
緊
張
度
の
最
も
強
い
階
層
で
あ
り
、
農
繁
期
急
激
に
t
て
多
量
 
 

の
投
下
努
力
を
必
要
と
す
る
反
面
、
冬
期
農
閑
期
に
多
く
の
労
力
余
剰
を
生
す
る
 
 

焉
で
あ
る
。
即
ち
中
層
経
済
農
家
は
其
の
経
営
に
於
て
家
族
努
力
に
全
く
依
存
 
 

し
、
ふ
グ
ル
ー
プ
が
農
業
労
働
を
放
棄
す
る
完
全
移
動
形
憩
を
と
る
こ
と
を
許
さ
 
 

す
、
こ
ゝ
に
一
時
的
、
回
蹄
的
移
動
の
季
節
的
山
桜
と
し
て
高
い
移
動
率
を
示
す
 
 

に
至
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
 こ
れ
等
A
グ
ル
ー
プ
が
高
率
移
動
傾
向
を
示
す
と
は
云
え
、
こ
れ
を
 
 

出
様
職
能
別
移
動
よ
り
吟
味
す
る
時
、
決
し
て
A
グ
ル
ー
プ
が
出
稼
指
導
的
階
層
 
 

と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
い
こ
と
を
是
認
し
得
る
。
嘗
て
見
た
南
部
酒
造
軋
稼
の
 
 

姻
 
職
能
別
移
動
傾
向
に
於
て
、
最
も
技
術
を
要
し
な
い
「
下
働
き
」
が
中
層
農
家
層
 
 

に
最
高
移
動
率
を
示
し
た
が
、
こ
れ
等
の
出
様
従
巌
的
階
層
は
、
中
層
の
攻
三
男
 
 

岩
手
大
草
撃
塾
学
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 

一
大
二
 
 
 

出
縁
者
を
中
核
と
し
下
層
部
攻
三
男
が
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
見
徹
さ
れ
る
㌻
叉
最
 
 

高
技
術
者
と
し
て
の
指
導
的
地
位
（
杜
氏
、
三
役
）
は
経
済
的
上
層
階
層
よ
り
の
 
 

出
身
者
を
第
一
と
し
、
下
層
部
が
こ
れ
に
次
ぐ
移
動
率
を
見
せ
た
が
、
こ
れ
を
家
 
 

族
構
成
員
別
に
見
る
時
、
上
層
部
及
び
下
層
部
の
戸
主
、
長
男
階
層
こ
そ
、
最
高
 
 

技
術
者
と
し
て
の
指
導
的
地
位
を
占
め
つ
ゝ
あ
る
と
云
え
る
。
即
ち
職
能
的
出
稼
 
 

情
況
と
農
家
経
酒
階
層
及
び
家
族
構
成
員
別
移
動
と
の
闊
達
に
於
て
南
部
酒
造
出
 
 

様
の
指
導
的
階
層
は
、
上
層
農
家
の
戸
主
、
長
男
を
第
一
と
し
（
主
と
し
て
歴
史
 
 

的
移
動
性
に
基
く
）
下
層
部
農
家
の
そ
れ
が
壁
面
を
占
め
る
が
（
主
と
し
て
経
 
 

酉
的
移
動
性
に
基
く
）
其
の
産
廃
的
地
位
は
、
中
下
両
層
の
次
三
男
層
に
よ
つ
て
 
 

占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
是
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
 
 

酒造出稼の職能別珍動傾向  

杜氏  三役 下働き  計   

四
 
関
係
雑
村
と
杜
氏
出
稼
 
 
 

18  33  26  77  

10  36   108   154  

27  46  124  199  

55  112   263   43〔）   
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23．4   43．0  33．6  100．0  
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12・8  26・0  61．2 100．0  

備 考  

〝東北地理〃3巻1・2合併既 P．4場載  



個
 
 
選
定
柑
志
和
村
に
於
け
る
昭
和
十
六
年
度
些
二
〇
名
の
出
様
者
を
其
の
移
動
期
 
 

間
よ
り
分
類
す
れ
ば
、
十
一
月
頃
よ
り
翌
年
の
三
月
頃
迄
、
季
節
的
、
回
蘇
時
に
 
 

移
動
す
る
基
本
的
出
稼
グ
ル
ー
プ
と
（
全
体
の
約
八
割
九
分
を
占
め
る
）
冬
期
酒
 
 

造
作
業
に
従
事
す
る
の
み
な
ら
す
、
夏
萩
を
云
管
理
し
農
繁
期
或
は
盆
s
墓
参
に
 
 

一
時
的
に
節
郷
す
る
周
年
的
出
稼
 
（
W
ぎ
ー
e
－
Y
昌
ぺ
 
W
2
乙
e
ユ
羞
）
 
と
、
 
 

全
家
族
か
出
様
地
に
移
住
し
た
出
稼
全
家
族
離
村
の
三
つ
の
形
態
に
分
け
ら
れ
 
 

る
0
 
 
 

第
一
義
に
示
す
C
形
態
の
移
動
は
所
謂
揖
稼
全
豪
族
離
村
で
あ
㌔
最
初
A
、
 
 

B
の
如
く
農
業
を
主
体
と
し
街
道
り
質
券
働
を
副
と
せ
る
農
家
で
あ
つ
た
が
、
終
 
 

に
家
族
全
員
出
様
地
に
移
り
、
酒
造
に
於
け
る
技
術
的
専
業
者
と
な
つ
た
も
の
で
 
 

ぁ
る
。
し
か
し
此
の
種
離
村
者
は
経
酉
的
破
綻
に
よ
る
完
全
離
村
と
は
趣
を
異
に
 
 

し
・
自
己
併
有
の
座
宅
は
扱
者
に
倍
し
．
田
畑
は
小
作
せ
し
ゆ
、
こ
れ
等
よ
り
常
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

に
一
定
の
政
人
を
得
て
い
る
着
で
此
の
意
味
よ
り
不
完
全
離
村
者
と
も
云
い
得
 
 

豪
放
か
出
様
先
に
季
節
的
に
移
住
し
て
い
る
の
と
類
似
す
る
が
、
出
様
全
家
族
離
 
 

る
。
備
文
豪
族
共
出
稼
地
に
定
住
す
る
と
蛙
も
、
常
に
郷
里
の
出
産
者
の
就
職
を
 
 

世
話
し
同
郷
人
の
尊
敬
を
受
け
て
い
る
点
に
於
て
は
、
完
全
離
村
者
と
其
の
性
裕
 

㈹
 
 

を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
青
森
願
北
津
軽
那
小
泊
下
前
地
方
の
漁
村
出
様
l
∴
於
て
全
 
 
 

村
は
季
節
的
に
拶
任
す
る
の
で
は
な
く
出
稼
地
に
永
年
定
住
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

此
の
点
よ
り
経
湧
助
破
綻
を
倖
は
ぬ
特
殊
盗
元
全
離
村
と
も
云
い
得
る
。
此
の
形
 
 

態
は
趣
く
少
数
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
出
稼
職
能
へ
最
高
技
術
者
の
杜
氏
移
動
に
 
 

み
る
）
及
び
農
家
経
臍
階
層
か
ら
み
て
も
、
上
層
部
に
鶴
し
経
済
破
綻
を
理
由
と
 
 

す
る
離
村
者
で
は
な
べ
、
寧
ろ
農
業
収
益
よ
り
も
よ
ト
経
痢
的
収
入
が
あ
る
か
、
 
 

南
部
酒
造
由
疲
の
質
的
吟
味
論
（
其
の
三
）
 
（
川
本
）
 
 

或
は
都
市
的
生
活
に
入
る
こ
と
を
希
望
す
る
時
に
起
る
融
合
的
移
動
 
（
S
O
C
i
已
 
 
 

出
致
鳴
⊇
七
山
苫
）
の
二
棲
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
酒
造
出
稼
を
軍
に
労
働
 
 

力
の
客
聞
的
、
地
理
的
な
動
き
 
（
G
芸
D
q
r
眉
h
i
c
a
－
国
邑
g
r
計
昌
）
と
し
て
注
目
 
 

す
㌃
だ
け
で
は
な
く
、
南
部
杜
氏
出
様
に
於
け
る
穀
倉
的
、
職
業
的
地
位
の
轄
換
 
 

を
な
し
た
 
警
c
i
a
－
出
m
i
警
已
i
0
1
】
 
の
一
例
と
し
て
見
逸
し
て
は
な
ら
な
い
っ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

叉
経
臍
破
綻
に
よ
る
離
村
が
全
く
線
を
切
る
稚
線
鮭
村
で
ぁ
る
に
反
し
て
常
に
 
 

出
様
地
に
て
同
郷
人
の
就
職
斡
旋
を
な
し
、
且
つ
郷
里
に
屋
敷
、
田
畑
を
併
有
す
 
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
1
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

る
霹
村
的
條
件
を
内
包
し
た
離
村
形
憩
で
あ
る
こ
と
上
T
り
、
こ
れ
を
雷
出
様
よ
り
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

す
る
掲
係
離
村
 
（
R
e
－
已
i
O
｝
－
已
＝
芋
邑
g
r
賢
i
昌
）
 
と
呼
宿
し
た
い
。
 
 
 

即
ち
C
グ
ル
ー
プ
の
出
稼
雛
村
が
極
め
て
低
率
で
あ
り
、
其
の
上
こ
領
等
紅
柑
 
 

が
絶
縁
離
村
で
は
な
く
一
定
の
技
術
者
と
打
で
り
、
経
済
的
、
政
令
的
優
越
性
に
基
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

く
関
係
柾
柑
で
あ
る
こ
と
は
、
技
術
的
出
桜
と
し
て
の
雷
出
稼
の
顛
著
な
特
徴
で
 
 

あ
り
、
同
時
に
密
造
山
桜
参
加
者
か
農
村
へ
の
極
め
て
強
い
固
着
性
を
有
す
る
者
 
 

の
集
団
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

五
 
農
家
質
券
働
経
と
杜
氏
出
稼
 
 

今
此
の
A
、
B
、
C
、
各
グ
ル
ー
プ
 
（
原
一
表
参
照
）
相
互
の
関
係
を
動
悪
釣
 
 

に
把
握
す
る
焉
に
農
家
賃
労
働
化
形
態
の
進
行
過
程
よ
り
の
吟
味
を
試
み
㌔
一
 
 

朗
 
 

厳
に
農
家
の
賃
労
働
は
回
農
業
を
主
体
と
し
て
質
券
働
を
副
と
せ
る
農
家
（
攻
三
 
 

男
の
移
動
に
止
め
ら
れ
る
）
廟
賃
労
働
を
主
体
し
し
し
て
農
業
を
副
と
せ
る
農
家
、
 
 

（
世
帯
主
、
或
は
良
男
の
移
動
迄
進
行
す
る
）
㈱
完
全
質
券
働
化
せ
る
農
家
、
（
腱
 
 

装
農
豪
と
も
稀
せ
ら
れ
全
豪
族
員
貸
費
働
化
せ
る
も
の
）
糾
完
全
質
券
働
化
に
よ
 
 

一
大
三
 
 
 



岩
手
大
串
畢
義
挙
部
研
究
年
報
∴
夢
二
巷
 
 
 

る
貴
家
移
勤
農
家
（
完
全
貨
螢
働
化
農
家
が
全
家
族
員
を
引
具
し
て
農
村
を
離
脱
 
 

す
る
も
の
）
の
四
つ
の
形
態
を
有
し
回
1
勘
に
進
行
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
 
 

既
に
述
べ
た
如
く
南
部
杜
氏
出
稼
が
専
農
階
層
に
支
配
的
移
動
を
示
し
た
こ
と
よ
 
 

り
、
農
業
を
主
体
と
す
る
農
民
杜
氏
で
あ
り
、
従
っ
て
農
家
賃
沓
化
形
憩
の
何
の
 
 

段
階
、
即
ち
農
業
を
基
調
と
し
酒
造
出
産
（
季
節
的
質
券
働
）
を
副
と
せ
る
農
家
 
 

形
腰
に
該
富
す
る
と
見
徹
さ
れ
る
。
し
か
し
一
般
に
農
家
賃
労
化
形
腰
に
見
る
回
 
 

の
段
階
に
於
て
は
、
農
業
経
皆
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
戸
主
、
長
男
は
強
固
に
 
 

保
留
せ
ら
れ
、
移
動
の
重
体
が
婆
二
男
層
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
 
 

か
る
に
聖
氾
出
稼
の
そ
れ
に
就
て
は
、
戸
主
、
長
男
移
動
が
最
も
高
率
を
示
し
、
 
 

此
の
点
l
ト
農
家
賃
螢
化
の
一
般
的
傾
向
と
必
ず
し
も
同
じ
歩
調
を
採
る
も
の
で
 
 

は
な
い
。
 
 
 

甲
」
れ
を
辟
酉
約
階
層
よ
り
吟
味
す
れ
ば
、
一
般
に
農
家
賃
螢
化
形
腰
が
上
層
 
 

か
ら
下
層
に
移
行
す
る
に
件
つ
て
高
き
移
動
率
計
示
す
に
反
し
、
酒
造
出
産
の
そ
 
 

れ
は
、
寧
ろ
こ
れ
と
は
逆
に
上
層
経
潜
階
層
の
戸
主
、
長
男
移
動
が
約
七
割
の
最
 
 

高
移
動
率
を
示
し
下
層
の
そ
れ
が
、
・
こ
れ
に
次
ぐ
移
動
率
を
示
し
て
い
る
。
（
第
 
 

一
表
参
照
）
 
 
 

又
こ
れ
を
他
の
回
締
約
移
動
に
就
て
み
る
と
完
全
移
動
の
そ
れ
の
如
き
上
層
－
 
 

下
層
へ
の
著
し
い
移
動
傾
向
は
示
さ
な
い
が
、
矢
張
り
漸
檜
的
移
動
性
を
看
取
す
 
 

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
る
に
同
じ
く
回
踵
的
移
動
で
あ
る
南
部
社
民
出
稼
 
 

が
、
上
下
階
南
層
に
移
動
の
山
が
あ
り
土
建
，
漁
要
、
行
商
拇
稼
等
の
そ
れ
の
如
 
 

き
漸
準
的
移
動
檜
率
傾
向
を
示
さ
な
い
。
 
 
 

従
っ
て
酒
造
労
働
移
動
は
、
農
業
を
卓
体
と
し
て
質
券
廟
，
を
副
と
す
る
極
め
て
 
 

〓
ハ
四
 
 
 

固
着
性
の
強
い
農
民
層
が
其
の
給
撼
階
層
で
あ
り
、
且
つ
、
最
も
不
動
性
を
有
す
 
 

る
戸
主
、
長
男
階
層
が
上
層
経
済
農
家
を
中
心
と
し
、
下
層
の
そ
れ
が
こ
れ
に
伴
 
 

っ
て
団
稼
の
指
導
的
地
位
哲
構
成
し
て
い
る
。
更
に
攻
三
男
の
出
稼
が
中
層
経
湧
 
 

農
家
に
最
も
高
く
下
層
緩
靖
農
家
が
第
二
位
を
占
め
、
こ
れ
が
掲
稼
の
従
属
的
地
 
 

位
と
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
㌢
首
、
出
産
全
家
族
離
村
ほ
極
め
て
僅
少
で
あ
 
 

り
、
且
つ
こ
れ
が
應
線
離
村
で
は
な
く
槻
係
離
村
と
云
う
特
異
な
形
悪
を
探
㌔
 
 

節
村
し
得
る
可
能
性
を
多
分
に
保
有
し
た
全
家
紋
柑
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
の
如
き
傾
向
よ
り
一
般
農
家
の
質
券
化
形
態
の
進
向
が
、
困
↓
勘
に
進
む
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
傾
向
を
有
す
る
に
反
し
∵
酒
造
揖
稼
の
そ
れ
は
完
全
賃
労
働
化
に
基
く
全
豪
移
動
 
 

、
、
、
、
1
、
1
、
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
1
 
1
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
へ
の
前
兆
的
形
腰
と
は
見
徹
さ
れ
す
、
寧
ろ
農
相
へ
の
固
着
性
S
最
も
強
い
尊
農
 
 

、
、
 
ヽ
 
、
 
1
 
1
 
、
 
1
 
1
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
階
層
よ
り
の
恒
久
的
年
中
行
事
の
一
つ
と
見
徹
さ
れ
る
。
叉
A
、
B
、
C
、
各
グ
 
 

ル
ー
′
プ
の
移
動
は
農
家
牧
人
の
大
小
に
よ
つ
て
の
み
決
定
き
れ
る
と
云
う
の
で
は
 
 

な
く
、
経
済
的
要
匝
l
に
根
ざ
心
乍
ら
も
他
面
技
術
を
媒
介
と
し
た
歴
史
的
移
動
性
 
 

に
支
配
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
揖
稼
と
み
る
こ
と
が
は
凍
る
の
で
あ
る
。
 
 

大
 
む
 
す
 
ぴ
 
 

鼓
上
の
分
析
に
基
き
一
膝
其
の
要
約
を
摘
記
す
れ
ば
、
 
 
 

何
家
族
構
成
員
別
よ
り
み
た
酒
造
出
様
に
於
て
は
、
一
般
農
家
努
力
の
完
全
移
 
 

勤
王
於
て
最
も
不
動
極
右
孟
÷
戸
主
、
長
男
が
、
逆
に
最
高
移
動
階
層
と
な
り
、
 
 

叉
経
埼
階
層
の
低
下
す
る
に
伴
い
よ
上
向
率
の
移
動
宣
誓
り
戸
主
、
良
男
層
か
、
 
 

寧
ろ
上
層
農
豪
層
に
最
高
移
動
率
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

擁
し
か
し
戸
主
、
長
男
措
稼
が
最
高
移
動
性
を
示
す
こ
と
は
、
酒
造
出
様
の
み
 
 
 



が
有
す
る
特
質
と
云
う
よ
う
は
．
寧
ろ
回
蹄
的
移
動
の
一
般
的
性
格
と
見
倣
さ
れ
 
 

る
が
、
唯
こ
れ
を
農
家
経
済
階
層
と
の
闊
達
に
於
て
見
る
限
り
、
上
下
南
層
に
高
 
 

い
Ⅴ
字
形
移
動
率
を
示
し
、
一
方
よ
り
経
済
的
要
因
に
支
配
さ
れ
乍
ら
、
他
方
に
 
 

経
済
的
要
因
を
越
え
た
歴
史
的
移
動
性
を
看
取
し
得
る
。
 
 
 

こ
れ
は
明
か
に
一
般
回
厨
的
移
動
と
陸
別
し
得
る
雷
出
稼
の
麟
著
な
性
格
と
見
 
 

倣
さ
れ
る
。
 
 
 

㈱
攻
≡
男
出
様
に
於
て
は
戸
主
、
長
男
と
は
逆
に
中
層
農
家
に
高
率
の
移
動
を
 
 

み
た
。
こ
れ
は
常
階
層
が
適
正
経
螢
規
模
農
家
で
あ
る
こ
と
1
㌻
り
、
農
繁
期
に
封
 
 

應
し
て
次
≡
男
の
自
由
な
移
動
を
許
さ
す
、
反
面
農
閑
期
に
多
量
の
遊
閑
努
力
を
 
 

保
有
す
る
こ
と
に
基
因
す
る
。
次
に
戸
主
、
長
男
及
び
攻
三
男
の
出
稼
職
能
的
地
 
 

位
を
み
る
に
、
最
高
技
術
者
と
し
て
の
出
様
指
導
的
役
割
は
主
と
し
て
上
層
経
済
 
 

階
層
の
戸
主
、
長
男
及
び
下
層
の
そ
れ
が
こ
れ
に
雷
り
、
「
下
働
き
」
と
し
て
の
 
 

出
稼
従
庵
的
階
層
は
主
と
し
て
、
中
下
両
層
の
次
三
男
層
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
つ
 
 

ゝ
あ
る
と
云
え
る
。
 
 
 

国
次
に
南
部
杜
氏
出
稼
に
よ
る
出
稼
離
村
農
家
は
極
め
て
低
率
で
あ
る
こ
と
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ゝ
、
こ
れ
等
離
村
が
絶
縁
離
村
で
は
な
く
一
定
の
技
術
者
と
な
ゎ
ヽ
経
済
的
融
合
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

的
優
越
性
に
基
く
関
係
離
村
 
（
R
e
－
裟
昌
a
－
出
m
i
粥
⊇
t
i
O
I
－
）
 
で
あ
る
こ
と
の
特
 
 

徴
を
有
し
て
い
る
。
 
 
 

何
社
っ
て
こ
れ
等
A
、
B
、
C
、
各
グ
ル
ー
プ
相
互
の
闘
係
を
動
腰
的
に
観
察
す
 
 

る
と
一
般
農
家
の
賃
螢
化
形
態
の
進
行
が
、
漸
次
完
全
離
村
に
進
む
傾
向
を
有
す
 
 

る
に
反
し
、
首
出
稼
に
よ
る
農
家
賃
螢
化
は
完
全
質
券
化
に
基
く
全
豪
移
動
へ
の
 
 

前
兆
的
形
腰
と
見
撤
す
こ
と
は
出
死
な
い
。
殊
に
農
村
へ
の
執
着
性
の
最
も
強
い
 
 

南
部
酒
造
出
壕
の
質
的
吟
味
諭
（
其
の
三
）
 
（
川
本
）
 
 

尊
農
階
層
の
戸
主
、
長
男
移
動
の
著
し
い
傾
向
は
、
首
鞄
方
農
家
の
恒
久
的
年
中
 
 

行
事
の
一
つ
と
し
て
永
頗
的
移
動
性
を
有
し
、
且
つ
A
、
B
、
C
、
各
グ
ル
ー
プ
 
 

移
動
の
消
長
が
農
家
収
入
の
大
小
に
よ
つ
て
の
み
方
向
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
 
 

く
、
他
方
技
術
を
媒
介
と
す
る
歴
史
的
移
動
性
に
支
配
さ
れ
た
一
面
を
強
く
認
め
 
 

得
る
の
で
あ
る
。
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詫
」
 
 
 

山
 
桃
 
 
鋳
 
 
 

物
 
ケ
 
 
〃
 
 

ウ
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佐
 
ケ
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6
 
 
〃
 
 
 
 
 
〃
 
 
 

印
㈲
㈲
㈹
細
 
 

野
尻
重
雄
 
 

咽
 
刑
 
 
稿
 
 
 

ヶ
 
 
〃
 
 
 

〃
 
 
〃
 
 
 

個
 
〝
 
 
〝
 
 

偶日和（姻   

〝  〝  〝  

〝  ′′  〝  

岩
部
 
 

南
部
酒
造
出
稼
の
研
究
 
 

主
と
し
て
南
部
杜
氏
給
源
地
域
に
警
卜
 
 
 

舶
媚
雛
移
動
範
囲
と
其
の
拒
離
的
性
「
人
文
地
理
」
三
春
一
波
 
 

南
部
酒
造
出
様
に
よ
る
農
家
経
済
階
層
の
 
「
新
地
理
1
－
四
番
十
既
 
昇
進
性
に
就
て
 
 

常
出
様
の
質
的
吟
味
諭
（
其
の
こ
 
立
命
館
大
畢
人
文
地
理
学
研
究
合
 
 

！
農
家
経
済
階
暦
と
酒
造
拇
稼
1
 
地
理
畢
研
究
小
報
第
三
韓
 
 

稼
の
三
つ
の
移
動
形
 
 
 

常
出
壕
の
質
的
吟
味
諭
（
其
の
二
）
 
 

去
令
、
警
、
磯
能
別
階
層
と
酒
造
出
疲
－
二
合
装
 
 
 

農
民
離
村
の
賛
詩
的
研
究
 
 
 

誌
田
、
詫
糾
と
同
じ
。
 
 

詫
㈲
 
 

∴
叩
稼
の
職
能
別
階
暦
よ
り
み
た
質
的
性
格
－
 
 
 

註
側
と
同
じ
。
 
 
 

詫
㈱
 
 

誌
㈲
と
同
じ
。
 
 

出
様
留
守
家
族
の
督
励
関
係
 
 

註
㈲
 
 

－
出
寝
報
酬
の
農
家
経
済
に
於
け
る
意
義
1
 
P
、
四
五
 
 

岩
波
書
店
 
 

P
、
四
九
七
ト
P
、
四
九
九
 
 

註
m
、
初
と
同
じ
。
 
 
 

註
㈲
と
同
じ
。
 
 
 

註
㈲
と
同
じ
。
 
 

・
｝
二
三
九
、
四
二
、
四
大
 
 

「
新
地
理
」
四
番
十
洗
 
 

註
㈲
と
同
じ
。
 
 

（
未
 
 
刊
）
 
 

註
㈲
と
同
じ
。
 
 
 



臓
 
野
尻
重
雄
 
託
の
と
同
じ
。
 
 

鋤
 
〃
 
 
〝
 
託
肋
と
同
じ
。
 
 

附
 
託
 
 

本
研
究
の
質
的
吟
味
諭
（
英
二
英
二
、
其
三
、
）
は
東
北
地
理
学
魯
、
昭
和
二
十
五
年
 
 

皮
紐
愈
に
て
其
の
要
約
を
変
表
し
、
其
の
後
補
足
を
加
え
た
。
こ
れ
を
報
告
す
る
に
常
 
 

り
御
協
力
を
麒
つ
た
志
和
村
村
長
阿
部
氏
、
同
助
役
堀
田
氏
及
び
本
校
畢
生
盤
内
庚
一
 
 

君
に
謝
意
を
表
す
る
。
僻
本
研
究
は
文
部
省
人
文
科
挙
研
究
費
に
よ
る
一
部
門
で
あ
 
 

る
。
 
 

（
南
部
杜
氏
研
究
第
七
報
、
一
九
五
一
、
二
、
一
〇
）
 
 
 

岩
手
大
串
草
薮
畢
部
研
究
年
報
 
第
二
、
巻
 
 

註
肋
と
同
じ
。
 
 
 

P
、
四
九
八
 
 

註
の
と
同
じ
。
 
 
 

P
、
五
一
二
 
 

′ヽ  




